
市内の熱中症による
年代別救急出動件数の割合

熱中症は予防が大切!

▲熱中症予防
　情報サイト
　三木版▲ホームページ

59.3％59.3％
65歳以上65歳以上30.1％30.1％

18歳～65歳未満18歳～65歳未満

9.7％9.7％
7歳～18歳未満7歳～18歳未満

0.9％
0歳～7歳未満

エアコンは昼も夜も
ためらわず使う
（無理な節電はしない）

6つの予防ポイント!　
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こまめに水分・塩分を
とる。寝る前にもコッ
プ1杯（ 約200 ㏄）の
水分をとりましょう

日傘や帽子で直射日
光を防ぐ

吸湿性・速乾性のある
通気性の良い衣服を
着用する

高齢者に声かけを
する

ネッククーラー・ハン
ディファン・冷却タオ
ルなど冷却グッズを
上手に活用する
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どうしても外に出る時は

三木市指定施設クールスポット
三 木 市 ホームページ

暑い時はひと休み

熱中症予防 に

ちょっと涼んでいきませんか？

どなたでも利用できます

軽症
・めまい　・大量に汗が出る
・手足のしびれ

対処

・頭痛　・吐き気
・体がだるい（倦怠感）

・体が熱い　・けいれん
・意識障害

・水分と塩分の補給
・涼しい場所への移動

・水分と塩分の補給
・首筋、脇の下、足の付け根
  など体を冷やす

・無理に水を飲まさない
・首筋、脇の下、足の付け根
  など体を冷やす

救急車（119）を要請

熱中症のサイン熱中症のサイン

・首筋、脇の下、足の付け根

水分とってる?
エアコンつけてる?

上手に活用する
（離れて暮らしている家族には
電話で呼びかけましょう）

熱中症の症状と対処方法！

医療機関への受診医療機関への受診

病院？救急車？迷ったときは

救急車が必要かどうか、受診できる医療機関などについて相談できます。
つながらない場合は、直通ダイヤル ☎078‒331‒7119

24時間365日対応
相談は無料、通話料は利用者負担

聴覚や発話に困難のある人は、
電話リレーサービスが利用できます。

緊急を要すると思ったら、迷わず119番に
電話してください。

＃ 7119

＃ 7119

救急医療相談窓口救急医療相談窓口

救急安心センターひょうご救急安心センターひょうご

聴覚や発話に困難のある人と電話で話す人との間
に手話や文字などで通訳するオペレーターが入り、
会話をつなぐサービスです。利用には、（一財）日本
財団電話リレーサービスへの登録が必要です。

問・(市) 健康増進課問・・(市) 健康増進課(市) 健康増進課
・(市) 消防署 救急救助課　☎89ー0173・(市) 消防署 救急救助課　☎89ー0173

熱中症のサイン熱中症のサイン 見逃さないで！見逃さないで！

　年々上昇している気温。熱中症は高温多湿な環境で体温調節がうまく機能せず、体内に熱が年々上昇している気温。熱中症は高温多湿な環境で体温調節がうまく機能せず、体内に熱が
こもることで発症します。こもることで発症します。暑さに負けないようにするためには、暑くなる前から体調に合わせ暑さに負けないようにするためには、暑くなる前から体調に合わせ
た適度な運動で、汗をかく習慣を身につけることも大切です。た適度な運動で、汗をかく習慣を身につけることも大切です。
　今回の特集では、熱中症にならないための予防方法と発症した場合の対処方法を紹介します。　今回の特集では、熱中症にならないための予防方法と発症した場合の対処方法を紹介します。

▲詳細はこちら

・症状が改善しなけ
  れば受診が必要

・ 水分補給ができな
い、症状が改善し
ない場合は受診が
必要

協力企業も募集中！

特集
S P E C I A L
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重症
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